
 (第１１期) 第２回まつもと子ども未来委員会の報告  

 

 

５月１８日（日）にあがたの森文化会館 ２－８会議室で第２回まつもと子ども未来委員

会を行いました。この日は委員３１人、大学生サポーター５人が出席しました。 

 

１ 大学生サポーター 

市内の大学、短期大学へ未来委員会のサポーターの選出
せんしゅつ

をお願いしたところ、松本大学

から２人、信州大学から学生６人の紹介があり、

この日は５人のサポーターが出席してくれまし

た。 

今年度のサポーターは全員県外の出身です。松

本市を考えるときに、松本市外の様子を知ること

は大切です。サポーターさんとたくさんお話しを

しましょう！ 

１年間お世話になります。よろしくお願いします。 

 

２ ８月の市内見学について 

  松本の施設マップから、「市内見学で行ってみたい施設をみんなに紹介しよう」というこ

とで、発表してもらいました。「馬場家
ば ば け

住宅」「旧開
きゅうかい

智
ち

学校」「考古
こ う こ

博物館
はくぶつかん

」「上高地」「美

ヶ原」等が出てきました。 

また、松本市の自然の宝を実際に感じたい、という話も出てきました。雄大
ゆうだい

な自然を見

に行きたい。松本市について、学んで、知って、自然を大切にしていくことも考えていき

たい。これから調整
ちょうせい

をしていきたいと思います。  

 

３ 第１１期委員会のスローガンについて 

  今期の委員会のスローガンをみんなで話し合いました。第１回の委員会の最後に書いた

紙「どんな松本市にしたいか」を見ながら、それぞれの年齢の子がいるグループで話をし

ました。 

 高校生がまとめ役になり、グループで１つ

スローガンを決めました。各グループで決め

たスローガンをホワイトボードに書いてもら

い、決めた思いをグループごと発表してもら

いました。 



第１１期のスローガンは、 

「Ｗｅ ｌｏｖｅ 松本～楽しく過ごしやすい松本にしよう～」 

になりました。 

 今までのスローガンとは少し違
ちが

う、サブタイトルを入れたスローガンになりました。み

んな松本市のことを考え、少しでも楽しくできる未来委員会にしていく気持ちが込められ

ています。年齢に関係なく話し合える、自分たちの住んでいる松本市のいいところをみん

なで学び、考えていこうという気持ちが込
こ

められています。 

 

４ 松本市について学ぼう 

  松本市について学ぼうということで、「ゼロカーボン」について、「人口
じんこう

定常化
ていじょうか

」につい   

て、資料を見ながら話を聞きました。 

  「ゼロカーボン」は市民
し み ん

会議
か い ぎ

があります。「人口定常化」は高校生の方から学んでみた

いということで資料
しりょう

を用意しました。聞いてみたいことや、気になることを考えてみま

しょう。松本市について、もっとみんなで学んでいきたいですね。 

 

５ 「知域
ち い き

王
おう

（松本バージョン）」で遊ぼう 

  １０期の修了式後に楽しんだ「知域
ち い き

王
おう

」。委員のコミュニケーシ

ョンを深めるため、年齢ごとに分かれて遊びました。ルールの説

明を聞いた後、グループごと楽しみました。前回遊んだ人は、作

戦を立てて高得点を狙うように、カードを置いていきました。 

 このゲームは２５点以上取れるとすごいので

すが、この日の最高得点は３８点。ゲームを経

験したことがある高校３年生。「大人げないけ

ど、高得点を狙いました！」と笑顔で教えてくれました。 

 初めて遊んだ子も、「まだやりたい」「またやろうね」「楽しかった」

と口々に言っていました。 

  委員同士の緊張感も遊びを通して、少しほぐれたのではないでし

ょうか。 

 

 

 次回の委員会では、自分はこうしていきたいという思いを仲間に伝えながら、グループに

分かれて、具体的な内容について話し合いを進めていきましょう。 


